
 

 

 

 

 

 

高田松原津波復興祈念公園基本設計の検討状況等及び 

国営追悼・祈念施設（仮称）の基本設計 
 

（平成 28 年度第１回高田松原津波復興祈念公園震災津波伝承施設検討委員会 資料） 

 

 

 

 

 

 

平成２８年８月２２日 

（平成２８年３月２９日第２回有識者委員会資料抜粋） 

 

資料 1 



 

 

１．公園の全体平面図（案） 

 

 

 



 

２．国営追悼・祈念施設（仮称）及び周辺区域平面図      ※一部、県整備エリアについては県、市にて関係機関と協議・検討中 

 高田松原津波復興祈念公園に整備される国営追悼・祈念施設（仮称）は、犠牲者への追悼と鎮魂、震災の被災の実情と教訓の伝承、復興への強い意志と

力の発信の場として、津波の来襲した広田湾から津波がさかのぼった気仙川へと至る「祈りの軸」を中心に、「奇跡の一本松」、復旧される重点道の駅「高

田松原」、震災遺構「タピック 45」、海岸防潮堤等と一体となった空間として、イベント等（式典含む）にも利用可能な広場等を整備する。 

・津波の襲来した広田湾方向
と、津波が遡上した気仙川上
流方向を結ぶ象徴的な軸線。 

・賑わいの空間から築山で仕切られた
範囲に、イベント等（式典含む）に
も利用可能な切通し空間および芝生
広場を整備。 

・追悼の広場を囲むなだらかな築山を整備。 

・祈りの軸上の第二線堤の上に、海への眺望や再生していく名勝高田松原、お
よび高田の市街地や郷土の山々等を広く望むことのできる場を整備。 

海を望む場

追悼の広場

築山 

祈りの軸 

― 追悼・鎮魂の場となる空間 ― 

・国が整備する道路情報施設等、市が
整備する地域振興施設とあわせ、県
の整備する震災津波伝承施設、国営
追悼・祈念施設（仮称）の休憩所・
貴賓室等を一体の建物として整備。

新・道の駅 

奇跡の一本松 

・高田松原７万本のうち唯一生き残った復興
のシンボル。震災後枯死したが、市が寄付
金により現状の形で再整備した。 



 

３．国営追悼・祈念施設（仮称）及び周辺区域の鳥瞰イメージ 

 

 


